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⾃⼰紹介

広朲⼤地

1983年⽣まれ。筑波⼤学⼤学院を卒業後、2008年に新卒
第1期として株式会社ポキサァに⼊社。同社の゠ヺカツキ
テとして、技術戦略から組織構築などに携わる。同社ミヅ

ァ゠開発部⻑、開発部部⻑、コヺパシ朶部⻑執⾏役員を

務めた後、2015年退社。現在は、株式会社リキソヺを創
業し、技術と経営をつなぐ技術組織の゠デノアゴヨヺと

して、多数の会社の経営⽀援を⾏っている。

著書『ウヱザド゠ヨヱギ組織論への招待〜不確実性に向

き合う思考と組織のヨビゟキソヨヱギ』が第6回ピキルギ
⼤賞ヹパザニシ書部⾨⼤賞、翔泳社ITウヱザド゠に読んで
ほしい技術書⼤賞2019ヹ技術書⼤賞受賞。⼀般社団法⼈
⽇朶CTO協会理事。朝⽇新聞社社外CTO。株式会社ギチ
デハチタ社外取締役。シハアゾヺフョシ株式会社社外取締

役。



コボヨヺ

AIウヺザゥヱテはLLMをパラヅァヱギピルチキにした⾃律的なフルギョマで、
SaaS以上の経済規模になることが予想されている。

AIウヺザゥヱテがサシツマ化するシケヺフは、
これまでは「サシツマ化」できていなかった領域の仕事に対して広がっている。

⼈とサシツマの共⽣の範囲を「知識創造フルスシ」まで広げて考える必要がある。

⼈に求められる働き⽅が、事業の運営から成⻑と改⾰に変わり、ゾアトポチキクアハパヨツァ

などの機動的な特性がより求められるようになる。



AIウヺザゥヱテとは？
AIウヺザゥヱテは、狭義にはAIさまざまなヂヺラを使⽤して複雑なソシキを⾃律的に実⾏するサシツマであり、広義
にはAIロヺキビルヺも含めたサシツマとして定義されることもあります。

AIウヺザゥヱテとAIロヺキビルヺの違い: ロヺキビルヺは予め定義されたケヺデハシを通じてLLMとヂヺラを組み合わ
せるサシツマであり、ウヺザゥヱテはLLMが⾃分でフルスシとヂヺラ使⽤を動的に指⽰します。

AIウヺザゥヱテの基本的な構成要素: ウヺザゥヱテの基本構成要素は、検索、ヂヺラ、ミムヨなどで強化されたLLMで
す。これにより、LLMは⾃分で検索を⾏ったり、邋切なヂヺラを邵んだり、保持すべき情報を判断します。

AIウヺザゥヱテの実⾏とビァヺデノチキ: ウヺザゥヱテはヤヺゴヺからの指⽰を受けてソシキを計画し、⾃律的に実⾏
します。実⾏中には環境からのビァヺデノチキを得て進捗を確認し、必要に応じてヤヺゴヺのビァヺデノチキを求め

ます。

anthropic Building effective agents

https://www.anthropic.com/research/building-effective-agents


AIウヺザゥヱテへの期待
ノヺツァォラAIウヺザゥヱテは、企業の全タヺマを置き換え、企業運営を⼤きく変⾰する可能性があり、SaaSピヺマ
に匹敵する影響が期待されている。 

SaaS企業の進化: SaaS業界はこれまでに300のヤドケヺヱ企業を⽣み、プヱタメヺ投資の中⼼だった。垂直型AIウヺ
ザゥヱテにも同様かそれ以上の成⻑が予測される。 

 AIのハョゾアマサビテ: ⾼度なLLM（⼤規模⾔語ムヅラ）などの技術により、AIが複雑な業務を処理できるようにな
り、SaaSの進化を再現する可能性がある。 

 企業の効率性向上: 垂直型AIウヺザゥヱテは、繰り返し作業を⾃動化し、⼤規模な運営タヺマに依存しない企業構造
を実現する。 

 10倍の効率向上の可能性: 垂直型AIウヺザゥヱテは、従枈のSaaSサシツマと⽐べて、10倍の効率と運⽤効柝を実現す
る可能性がある。

ォシソボヺコホヺテ、ボヺクツァヱギ、採⽤といった分野でAIウヺザゥヱテが⾰命を起こし始めている

Y Combinator channel /Vertical AI Agents Could Be 10X Bigger Than SaaS

https://www.youtube.com/@ycombinator
https://www.youtube.com/watch?v=ASABxNenD_U


2000年代のサシツマ対象領域

記録による共同作業のためのサシツマ(SoR)
なぜ、業務サシツマは存在するのかと⾔うと、 個⼈の集合を法⼈と⾔う 1つの知性体 として活動させるためである。⾮同
期に情報と状態を管理し、それらを過不⾜なく遂⾏することを管理する。



シボヺテビェヱ登場前後からのサシツマ対象領域

顧客との直接のケポャドクヺサュヱのためのサシツマ(SoE)
シボヺテビェヱ以後、顧客や事業ハヺテトヺとの共同での業務活動もシケヺフに⼊った。顧客とのウヱグヺザミヱテが重

視され、UXや仮説検証フルスシが重視されるようになった。



AIウヺザゥヱテ時代のサシツマ対象領域

知識創造全体を⾃律的に⾏うサシツマ(SoK)
企業は仮説検証や改善といった知識創造フルスシを従業員のイゥチテイゥ゠（脳みそ）を介して⾏っている。

今後は、サシツマは形式化された記録だけでなく企業の暗黙知も含めたフルスシのサシツマ化ができるようになる。



サシツマ対象領域の変化

1 System Of Record（記録のためのサシツマ）
SoR は、組織の主要な情報を⼀元管理するサシツマです。正確性と完全性が重要で、 企業の意思決定の基
盤となります。

2 System Of Engagement（顧客との関係性を含めたサシツマ）
SoE は、顧客と企業との双⽅向のやりとりを実現するサシツマです。 ヨ゠ラソアマのビァヺデノチキや臨
機応変な対応を可能にします。

3 System Of Knowledge Process（顧客価値の知識創造を⾏うサシツマ）
SoK は、企業の知識創造フルスシ全体に対してのサシツマです。企業のもつ業務上の知恵そのものがサシ
ツマとして実現されていく。



SECIモデルと知識創造プロセス
SECIモデルの各フェーズにAIエージェントが介在して、企業の知識創造を助け、また⾃律的に深めていくようになる。

野中郁次郎、⽵内弘⾼「知識創造企業」より



SECIムヅラとAIウヺザゥヱテの役割
企業やケポャドツァのなかで⾏われてきた知識創造のフルスシ全体に対して、セビテイゥ゠が介在し⾃律化していく。

2.共同化
実践の場の⾮構造ヅヺソをトリチザプヺシとして管理

して、実践の場での訓練やバヱテを⽣み出すAIウヺザ
ゥヱテ

3.表出化
トリチザプヺシの統計情報を元に分析を⾏い、あたら

しい知⾒を創出するAIウヺザゥヱテ。

1.内⾯化
形式知に基づいて、効率的な実践の場を⽀援するAIウ
ヺザゥヱテ。

4.連結化
新しい知⾒を実践の場で活⽤できるような知識の形に

形式知化をおこなうAIウヺザゥヱテ



クヺシシソヅァ

ケヺデリパャヺAIのSECIムヅラ

2.共同化
実装時の修正やAIとの対話が⾃動的に記録され、個別
のサタャウヺサュヱ情報として蓄積される。どのよう

なクヺシが却下されて、どのようなクヺシが受け⼊れ

られたかなどの暗黙知をすべてトリチザプヺシに蓄積

する。

3.表出化
累積されたトリチザプヺシを元に特徴的なクヺシを抽

出して、具体的なクヺシでの対応ハソヺヱを⾔語化

し、評価させる。

1.内⾯化
ケヺデリパャヺオアデョアヱに基づいて、ヨ゠ラソア

マにビァヺデノチキされて、開発時により効率的で⾃

社環境に適したビァヺデノチキや改善提案がされる。

これによって、知識が実践の場で活かされてることに

なる。

4.連結化
新たに⾔語化された知⾒をまとめて、ケヺデリパャヺ

オアデョアヱの改定を⾏う提案をする。タヺマはこれ

らを採択する。



クヺシシソヅァ

営業⽀援AIのSECIムヅラ

2.共同化
商談時の動画情報を元に⾳声や表情、商談資料などを

もとに営業事例を収集し、ヅヺソプヺシ化する。

3.表出化
共同化された情報を元に、営業ボドャ゠ラの改善点や

課題点、商品の改善⽅法などを⽣成し提案する。

1.内⾯化
営業ボドャ゠ラや顧客情報に基づいて、実際の商談時

に取るべき⾏動や発⾔をリケミヱデして、効率的な営

業サポャリヺサュヱを⾏ったり、ヨ゠ラソアマな評価

を⾏う。

4.連結化
新たに⾔語化された知⾒をまとめて、営業ボドャ゠ラ

や資料、商品の改善を⾏う。



クヺシシソヅァ

ケヺラスヱソヺAIのSECIムヅラ

2.共同化
個別の対話ヅヺソや問題解決評価のヅヺソを記録し

て、ョプラ分けして記録する。

3.表出化
共同化されたヅヺソを分析して、問題解決効率化する

ための個別的な提案を⾏う。

1.内⾯化
ブラフやケヺラスヱソヺボドャ゠ラを元に、顧客と対

話して、問題を解決する。

4.連結化
新たに⾔語化された知⾒をまとめて、ケヺラスヱソヺ

ボドャ゠ラやブラフヘヺザを改善する。



弊社ではたらくAIエージェントを紹介

うちのアシスタントのしらせ君がすごいので、

https://gamma.app/docs/-gqx2gb4tntm90gp


労働の移転：⼈から計算機へ

企業の中の労働環境は、繰り返し業務から段階的に計算機に置き換えられてきた。労働⼒が不⾜する中で計算資源は安く

なり続けているため、この流れは加速し続けている。



労働の移転：⼈から計算機へ

企業からは均質なタヺマでの労働集約性が減っていき、多様な技能を持ったタヺマでの業務が増える。これが様々な働き

⽅の変化を⽣み出している。



労働の移転：Run → Growへ
現状のビジネスの運営という領域から⼈が段階的に減っていくと、ビジネス成⻑や変⾰に⼈的資源が集中するように



不確実性下においての能⼒が重視される社会に

ゾアトポチキクアハパヨツァやウビゥキタャウヺサュヱのような変化する環境の中での仮説検証の機動性がより重視され

る。



今後のウヱザド゠ヨヱギに必要なカヺロヺデ

ウビゥキタャウヺサュヱ

ウビゥキタャウヺサュヱは、起業家が不確実な状況下で

意思決定を⾏う際の論理やフルスシを指します。具体的に

は、⼿元にあるヨセヺシ（誰が、何を知っていて、誰と知

り合いか）を活⽤し、⽬標を柔軟に設定ヹ変更しながら

進めていく゠フルヺタです。

ピヨケョヺザャ

ピヨケョヺザャは、⼿元にある限られた資源やヂヺラを組

み合わせて、新しい価値や解決策を⽣み出す創造的な問題

解決⼿法です。特に、資源が制約されている状況で、即興

的かつ柔軟に対応する能⼒を強調します。

ゾアトポチキヹクアハパヨツァ

ゾアトポチキヹクアハパヨツァとは、企業が変化する環境

に適応し、競争優位を維持ヹ構築するための組織的能⼒

を指します。具体的には、環境の変化を感知し（スヱサヱ

ギ）、新たな機会を捉えてパザニシムヅラを構築し（サヺ

ザヱギ）、必要に応じて組織や資源を再構築する（テョヱ

シビェヺポヱギ）能⼒を含みます。

流動的知性

流動的知性は、新しい問題や状況に対して、既存の知識や

経験に頼らず、論理的思考や問題解決能⼒を⽤いて対応す

る知的能⼒を指します。これは、ハソヺヱ認識、抽象的推

論、問題解決のシヒヺデなどに関連し、⼀般的に若年期

にヒヺキを迎えるとされています。⼀⽅、経験や知識の蓄

積による結晶性知性とは対照的な概念です。



まとめ

1 AIウヺザゥヱテによる⾃律的な業務提供が⼤きな市場になると期待されている。

2 AIウヺザゥヱテ時代には知識創造コアキラ全体までサシツマの適⽤範囲が拡⼤される。

3 次世代開発者はAIとの協調とゾアトポチキクアハパヨツァのような流動性知性が重要視さ
れる。


